
子どもの「やってみたい」という

思いを大切にしましょう。 

失敗や挑戦を見守ること！ 

良いことをしたら、 

しっかりほめてあげましょう。 

褒められると、またチャレンジ 

してみようと思うんだ！ 

 

 

令和７年度 

つくばみらい市家庭教育通信 
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日頃よりつくばみらい市の教育活動にご理解ご協力をいただき、ありがとうございます。 

保護者の皆様に、家庭教育について考える機会をもっていただくために、この通信を発行しました。 

ぜひご一読ください。 

 

県で開設している「家庭教育応援ナビ『すくすく育ていばらきっ子』」のご紹介♪ 

掲載されているマンガの一部をご紹介いたします。 

 

テーマ：子どもにたくさんの体験を         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：良いこと探しでほめる子育て 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんのご家庭で大切にしていることはありますか？ 

 

子どもは、家族のふれあいを通して、基本的な生活習慣や生活能力、他人に対する思いやり、社会的

なマナーなどを身につけていきます。 

家庭は、子どもたちが最も身近に接する社会であり、常に心のよりどころとなるものです。 

子どもが安らぎを感じながら健やかに成長できるよう、かつて大人自身が家族のふれあいの

中から教わった「大切なこと」を、小さなことからでも子どもに伝えていきましょう。 



茨城県からのお知らせ 
 人権問題啓発映画「ホーム」のご案内 
この映画は、同和問題（部落差別）を主軸に、障害者、外国人、性的マイノリティに関する偏見

や差別、インターネット上の人権侵害を取り上げた、視聴覚教材です。 

これらの問題が決して他人事ではなく、正しく知り、身近な問題として考えることが様々な人

権課題に関わる差別意識の解消につながることを描いています。 

ぜひご覧ください。（収録時間 46分） 

URL：http://ibakira.tv/movies/view/103518 

 

 

 

 

 

家庭教育応援ナビ 
県では家庭の教育力向上を図るため「家庭教育応援ナビ『すくすく育ていばらきっ子』」を開設

しています。今回、ご紹介したマンガなど、子育てに役立つ情報がたくさん掲載されていますの

で、是非ご覧ください。 

URL：https://www.edu.pref.ibaraki.jp/katei 

 

 

 

 

 

「架け橋期」の育ちと学びについて 
 ５歳児から１年生修了までの２年間を｢架け橋期｣といいます。 

この期間は生涯にわたる学びや生活の基盤をつくるための重要な時期で、「持続可能な社会の創

り手となることができる力の基礎を育む」「この時期にふさわしい主体的・対話的で深い学びの充

実を図る｣ことを目指します。 

幼児教育施設と小学校では「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」を手がかかりに話し合い、 

架け橋期の子どもたちの「やってみたい」思いをつないでいく「架け橋カリキュラム」を作成し

ています。 

 
架け橋期の教育について動画を見て理解を深めましょう 

動画コンテンツ 

 

「遊びは学び 学びは遊び“やってみたいが学びの芽”」 

（文部科学省） 

https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo 
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「ホーム」 

QR コード 

最後まで読んでいただき 

ありがとうございます。 

https://www.edu.pref.ibaraki.jp/katei
https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo

